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【 和 文 要 旨 】 

目 的 ：  

血 栓 回 収 療 法 を 行 っ た 院 内 発 症 脳 梗 塞 を 後 方 視 的 に 検 証 し 、 そ

の 実 態 を 解 明 す る 。  

方 法 ：  

2014 年 4 月 か ら 2020 年 3 月 ま で に 当 院 で 血 栓 回 収 を 行 っ た 院 内

発 症 脳 梗 塞 18 例 を 対 象 と し た 。 年 齢 、 性 別 、 原 疾 患 、 診 療 科 、 発 症

状 況 、 診 断 ・ 治 療 ま で の 時 間 、 治 療 転 帰 を 検 討 し た 。  

結 果 ：  

平 均 年 齢 は 79.9 （ 66-93） 歳 で 、 女 性 が 9 人 で あ っ た 。 定 時 入 院

が 5 例 、 予 定 外 入 院 が 13 例 あ っ た 。 入 院 の 主 た る 疾 患 名 は 悪 性 腫 瘍

で 5 例 と 最 も 多 く 、 次 い で 心 疾 患 が 4 例 で あ っ た 。 診 療 科 は 消 化 器

外 科 が 5 例 と 最 多 で 、 次 い で 循 環 器 内 科 が 3 例 で あ っ た 。 入 院 前 の

mRS0-2 が 15 例 、 mRS3-5 が 3 例 で あ っ た 。 心 原 性 脳 梗 塞 が 14 例 （ 心 房

細 動 10 例 を 含 む ） で あ っ た 。 発 症 時 に 抗 血 栓 薬 の 休 薬 が 3 例 あ っ た 。

発 症 な い し 最 終 未 発 症 か ら CT /MRI お よ び 穿 刺 ま で に 平 均 88.4 分 、

157.6分 を 要 し た 。 ASPECTS は 中 央 値 8 （ 最 低 値 2- 最 高 値 10 ） 点 で あ っ

た 。 t-PA は 5 人 に 静 注 さ れ た 。 再 開 通 は TICI1-2a が 2 例 、 TICI2b-3



 

が 16 例 で 、 発 症 な い し 最 終 未 発 症 か ら 開 通 ま で に 平 均 197.7分 を 要 し

た 。 退 院 ・ 転 院 時 の mRS0-2 が 4 例 、 mRS3-5 が 9 例 、 mRS6 が 5 例 で あ

っ た 。 死 亡 退 院 の う ち 3 例 は 既 往 疾 患 で 死 亡 し た 。 

結 語 ：  

TICI2b 以 上 の 再 開 通 を 得 た と し て も 、 転 帰 に は 既 往 疾 患 が 大 い

に 関 与 し た 。  

 

【 本 文 】 

緒 言 ： 

院 内 発 症 脳 卒 中 は 全 入 院 の 0.04-0.06%と 報 告 さ れ 1,2)、 そ の 頻 度 は

少 な い 。 急 性 期 脳 梗 塞 の 治 療 と し て 、 2005 年 に 本 邦 で も 組 織 プ ラ ス

ミ ノ ー ゲ ン ア ク チ ベ ー タ （ tissue-type plasminogen activator: t-PA ） に

よ る 経 静 脈 的 血 栓 溶 解 療 法 が 導 入 さ れ た 。 続 い て 、 機 械 的 血 栓 回 収

療 法 の 有 用 性 が 2015 年 以 降 に 複 数 の RCT で 証 明 さ れ 、 2015 年 の

American Heart Association/American Stroke Association (AHA/ASA)ガ イ ド ラ イ

ン で も ClassⅠ で 推 奨 さ れ て い る 3) 。 急 性 期 血 栓 回 収 療 法 の 導 入 下 に

お け る 院 内 発 症 の 急 性 期 脳 梗 塞 の 実 態 を 解 明 す べ く 、 当 院 に て 急 性

期 血 栓 回 収 療 法 を 行 っ た 院 内 発 症 の 急 性 期 脳 梗 塞 を 後 方 視 的 に 検 討

し た 。 

当 院 は 神 奈 川 県 横 浜 市 に 位 置 す る 病 床 数 518 床 の 大 学 病 院 分 院

で あ る 。 診 療 科 と し て 、 全 内 科 、 呼 吸 器 外 科 以 外 の 外 科 系 、 小 児 ・

新 生 児 科 、 産 婦 人 科 、 放 射 線 科 、 マ イ ナ ー 系 含 む 他 7 科 を 標 榜 す る 。

ま た 、 3 次 救 命 救 急 セ ン タ ー や 心 臓 血 管 セ ン タ ー を 備 え て い る 。 

 



 

対 象 お よ び 方 法 ： 

院 内 発 症 脳 梗 塞 の 定 義 は 、 脳 梗 塞 以 外 の 病 因 で 当 院 入 院 中 に 発

症 し た 症 例 と し た 。 検 討 期 間 は 2014 年 4 月 か ら 2020 年 3 月 ま で と し

た 。 同 期 間 に 機 械 的 血 栓 回 収 療 法 を 行 っ た 症 例 は 全 81 人 で 、 こ の う

ち 院 内 で 発 症 し た 連 続 18 例 を 対 象 と し た 。 入 院 診 療 録 か ら 年 齢 、 性

別 、 入 院 方 法 、 入 院 の 契 機 と な っ た 原 疾 患 、 担 当 診 療 科 、 脳 梗 塞 発

症 日 、 発 症 前 お よ び 退 院 ・ 転 院 時 の modified Rankin Scale （ mRS ）、

発 症 状 況 、 心 房 細 動 の 有 無 、 抗 血 栓 薬 の 使 用 状 況 、 診 断 お よ び 治 療

ま で の 時 間 、 Alberta Stroke Program Early CT Score （ ASPECTS ）、 t-PA 使

用 の 有 無 を 分 析 項 目 と し た 。 ASPECTS に 関 し て は MRI を 撮 像 し た 症 例

は DWI ASPECTS で 、 CT の み の 症 例 は CT ASPECTSで 、 後 方 循 環 症 例 は

posterior circulation ASPECTS4) で 評 価 し た 。 発 症 か ら 診 断 、 治 療 お よ び

再 開 通 ま で に 要 し た 時 間 は 同 期 間 の 院 外 発 症 脳 梗 塞 症 例 と 比 較 し た 。

統 計 学 的 処 理 は t 検 定 お よ び マ ン ・ ホ イ ッ ト ニ U 検 定 で 行 な っ た 。 

 

結 果 ： 

1 ） 全 18 例 の サ マ リ ー （ Table 1 ） 

全 18 例 の サ マ リ ー を Table 1 に 示 し た 。 平 均 年 齢 は 79.9 （ 66-93）

歳 で 、 女 性 が 9 人 で あ っ た 。 入 院 方 法 と し て は 予 定 入 院 が 5 例 、 救

急 搬 送 を 含 む 予 定 外 入 院 が 13 例 で あ っ た 。 予 定 入 院 の 内 訳 は 直 腸 癌

（ 症 例 7 ）、 脊 椎 圧 迫 骨 折 （ 症 例 12 ）、 皮 膚 悪 性 腫 瘍 （ 症 例 13 ） の

手 術 目 的 、 心 房 細 動 に 対 す る カ テ ー テ ル ア ブ レ ー シ ョ ン 目 的 （ 症 例

11 ）、 関 節 リ ウ マ チ 患 者 の 重 症 貧 血 精 査 （ 症 例 17 ） の 5 例 で あ っ た 。 

2 ） 入 院 の 契 機 と な っ た 疾 患 お よ び 担 当 診 療 科 （ Fig. 1, 2 ） 



 

入 院 の 主 た る 原 疾 患 は 悪 性 腫 瘍 が 5 例 、 心 疾 患 が 4 例 、 肺 疾 患

が 3 例 、 消 化 器 疾 患 （ 悪 性 腫 瘍 を 除 く ） が 2 例 、 整 形 外 科 疾 患 、 関

節 リ ウ マ チ 、 パ ー キ ン ソ ン 病 、 急 性 腎 不 全 が 各 1 例 で あ っ た 。 悪 性

腫 瘍 の 内 訳 は 消 化 管 癌 が 4 例 （ う ち 3 例 で 多 臓 器 転 移 あ り ）、 皮 膚

悪 性 腫 瘍 が 1 人 で あ っ た 。 心 疾 患 の 内 訳 は 心 不 全 が 2 例 、 心 房 細 動

（ ア ブ レ ー シ ョ ン 目 的 ） と 重 度 大 動 脈 弁 狭 窄 症 （ 心 肺 停 止 で 搬 送 ）

が 各 々 1 例 で あ っ た 。 担 当 診 療 科 は 消 化 器 外 科 が 6 例 と 最 多 で 、 循

環 器 内 科 が 3 例 、 リ ウ マ チ 膠 原 病 内 科 が 2 例 と 続 き 、 呼 吸 器 内 科 ・

消 化 器 内 科 ・ 腎 臓 内 科 ・ 神 経 内 科 ・ 心 臓 血 管 外 科 ・ 整 形 外 科 ・ 救 命

救 急 科 が 各 々 1 例 で あ っ た 。 

3 ） 塞 栓 源 （ Fig. 3 ） 

血 栓 回 収 療 法 ま で に 心 房 細 動 （ 発 作 性 も 含 む ） が 指 摘 さ れ て い

た 例 は 9 例 （ 症 例 3 、 6-8 、 11-13、 17 、 18 ） で あ っ た 。 結 果 的 に 、

心 房 細 動 を 含 め 明 ら か に 心 原 性 と 判 断 さ れ る の は 14 例 （ 症 例 3 、 6-

18 ） で あ っ た 。 

原 疾 患 が 悪 性 腫 瘍 で あ っ た 5 例 の う ち 、 2 例 （ 症 例 7 、 13 ） は

心 房 細 動 が 指 摘 さ れ 、 残 る 3 例 （ 症 例 1 、 2 、 5 ） は D ダ イ マ ー が

高 値 （ 症 例 1 ： 11.4 μ g/ml 、 症 例 2 ： >30.0μ g/ml 、 症 例 5 ： 23.7 μ

g/ml ） で あ り 、 Trousseau 症 候 群 と 判 断 し た 。 

そ の 他 の 要 因 は 免 疫 抑 制 薬 使 用 に よ る 血 栓 傾 向 が 1 例 （ 症 例 4 ）

で あ っ た 。 

4 ） 抗 血 栓 療 法 

も と も と 何 ら か の 抗 血 栓 療 法 が 10 例 （ 症 例 2 、 3 、 5 、 7 、 8 、

11-13、 17 、 18 ） に 行 わ れ て い た 。 内 訳 は 直 接 阻 害 型 経 口 抗 凝 固 薬



 

（ direct oral anticoagulant: DOAC ） が 4 例 、 ワ ル フ ァ リ ン が 4 例 、 抗

血 小 板 薬 が 2 例 で あ っ た 。 DOAC 服 用 の 内 訳 は 通 常 量 の ア ピ キ サ バ ン

と リ バ ー ロ キ サ バ ン の 症 例 が 各 1 例 （ 症 例 11 、 12 ） と 、 体 重 の 基 準

で 減 量 さ れ て い た エ ド キ サ バ ン の 2 例 （ 症 例 17 、 18 ） で あ っ た 。 ワ

ル フ ァ リ ン の 4 例 （ 症 例 2 、 3 、 8 、 13 ） の う ち 、 症 例 3 を 除 く 3

例 で は 、 入 院 時 の PT-INR （ prothrombin time-international normalized ratio ） は

至 適 に 延 長 さ れ て い た 。 

5 ） 抗 血 栓 薬 休 薬 に よ る 発 症 

脳 梗 塞 発 症 時 に 抗 血 栓 薬 を 休 薬 な い し 休 薬 後 再 開 し て 間 も な い

症 例 が 4 例 あ っ た 。 周 術 期 の 休 薬 例 が 2 例 （ 症 例 12 、 13 ）、 結 腸 癌

の 出 血 （ 症 例 5 ） お よ び 重 度 貧 血 で 止 む を 得 ず 休 薬 し た 例 （ 症 例 17 ）

が 各 々 1 例 で あ っ た 。 周 術 期 に 関 連 す る 2 例 は 後 述 す る 。 

症 例 5 は も と も と 冠 動 脈 ス テ ン ト 留 置 後 で 抗 血 小 板 薬 2 剤 を 内

服 し て い た が 、 結 腸 癌 の 出 血 で 入 院 後 休 薬 と な っ た 。 入 院 後 に 心 房

細 動 な ど 心 原 性 要 素 を 指 摘 で き ず 、 D ダ イ マ ー も 23.7 μ g/ml と 高 値

で あ り Trousseau 症 候 群 と 判 断 し た 。 

症 例 17 は も と も と 心 房 細 動 で エ ド キ サ バ ン （ 体 重 の 基 準 で 減 量 ）

を 内 服 し て い た が 、 貧 血 精 査 の 入 院 で 休 薬 し 、 入 院 5 日 後 に 脳 梗 塞

を 発 症 し た 。 

6 ） 周 術 期 の 発 症 

手 術 に 関 与 し た 発 症 は 圧 迫 骨 折 手 術 （ 症 例 12 ）、 皮 膚 悪 性 腫 瘍

手 術 ( 症 例 13) 、 重 症 大 動 脈 弁 狭 窄 症 手 術 （ 症 例 14 ） の 3 例 で あ っ

た 。 

症 例 12 は 心 房 細 動 に 対 し て 内 服 し て い た リ バ ー ロ キ サ バ ン を 入



 

院 時 か ら 休 薬 し 、 術 後 も 休 薬 し た ま ま 術 3 日 後 に 発 症 し た （ 計 6 日

間 の 休 薬 ）。  

症 例 13 は 入 院 時 に は 至 適 範 囲 に 延 長 し て い た ワ ル フ ァ リ ン の 内

服 を 休 薬 し 、 APTT を 1.5-2倍 に 延 長 し た ヘ パ リ ン 持 続 点 滴 で 術 前 管 理

し 、 手 術 同 日 に ヘ パ リ ン を 終 了 し 手 術 と な っ た 。 術 翌 日 に 創 部 の 出

血 が な い こ と を 確 認 し 、 ワ ル フ ァ リ ン お よ び ヘ パ リ ン を 再 開 す る も 、

結 果 的 に 術 2 日 後 に 発 症 し た 。 発 症 時 に PT-INR は 延 長 な く 、 APTT は

約 2 倍 に 延 長 し て い た 。 

症 例 14 は 弁 置 換 術 後 に ワ ル フ ァ リ ン を 内 服 し 指 摘 PT-INR 値 で 管

理 さ れ て い た が 、 術 後 3 日 目 に 発 症 し た 。 

7 ） 入 院 後 発 症 日 数 

入 院 患 者 の 発 症 時 期 と し て は 平 均 で 入 院 後 14.6 日 （ 1-44 ） 後 に

発 症 し た 。 入 院 3 日 以 内 が 5 例 、 4-7 日 が 3 例 、 8 日 目 以 降 が 10 例

で あ っ た 。 

抗 凝 固 薬 の 休 薬 に よ り 脳 梗 塞 を 発 症 し た 2 例 （ 症 例 12 、 17 ） で

は 、 入 院 し 休 薬 後 5 お よ び 6 日 で 発 症 し て い た 。 

8 ） 発 症 時 状 況 

医 療 従 事 者 の 前 で の 発 症 や 、 当 初 は 軽 症 で あ り 自 身 で ナ ー ス コ

ル な ど を 利 用 し 報 告 を し た 患 者 な ど 発 症 時 間 が 明 ら か で あ っ た 例 が

14 例 （ 症 例 1-14 ） あ っ た 。 

9 ） 発 症 な い し 最 終 未 発 症 か ら CT ま た は MRI 、 穿 刺 、 再 開 通 ま で の

時 間 （ 院 外 発 症 例 と の 比 較 ） 

発 症 な い し 最 終 未 発 症 か ら CT ま た は MRI ま で に 平 均 88.4 分 を 要

し た （ 発 症 時 間 が 明 ら か で あ っ た 例 （ 症 例 1-14 ） に 限 る と 平 均 71.4



 

分 で あ っ た ）。 ASPECTS の 中 央 値 （ 最 小 値 - 最 大 値 ） は 8 （ 2-10 ） 点

で 、 8 点 以 上 が 10 例 で あ っ た 。 t-PA は 5 例 に 投 与 さ れ 、 発 症 な い し

最 終 未 発 症 か ら 投 与 ま で の 時 間 は 138 分 で あ っ た 。 非 投 与 例 は 、 発

症 4.5 時 間 を 超 え る 例 は 1 例 （ 症 例 16 ） で 、 残 り は 原 病 に 関 わ る 除

外 事 由 で あ っ た 。 

発 症 な い し 最 終 未 発 症 か ら 穿 刺 ま で に 平 均 157.6分 要 し た （ 発 症

時 間 が 明 ら か で あ っ た 例 （ 症 例 1-14 ） に 限 る と 平 均 140.6分 で あ っ

た ）。 再 開 通 の 程 度 は TICI （ thrombolysis in cerebral ischemia grade ）

1-2a が 2 例 、 TICI2b-3 が 16 例 で あ っ た 。 TICI2b 以 上 の 開 通 を え た 例

に 関 し て は 発 症 な い し 最 終 未 発 症 か ら 開 通 ま で に 平 均 197.7分 を 要 し

た （ 発 症 時 間 が 明 ら か で あ っ た 例 （ 症 例 1-14 ） に 限 る と 平 均 193.8分

で あ っ た ）。  

同 対 象 期 間 に 血 栓 回 収 療 法 を 行 な っ た 院 外 発 症 の 急 性 期 脳 梗 塞

63 例 と 比 較 し た （ Table 2 ）。 発 症 な い し 最 終 未 発 症 か ら CT ま た は

MRI 、 穿 刺 お よ び 再 開 通 ま で の 時 間 は 院 内 発 症 で 各 々 88.4 分 、 157.6

分 、 197.7分 に 対 し 、 院 外 発 症 で は 125.5分 、 208.8分 、 264.1分 と 、 い ず

れ の 項 目 も 院 内 発 症 群 で 短 か っ た （ p=0.04, 0.002, <0.001 ）。 ま た 、

再 開 通 の 程 度 に 関 し て は 、 統 計 学 的 有 意 差 は な か っ た （ p=0.14 ）。  

10 ） 入 院 前 お よ び 退 院 時 の mRS （ 院 外 発 症 例 と の 比 較 ） 

入 院 前 の mRS は 0 が 11 例 、 1 が 3 例 、 2 が 1 例 、 3 が 1 例 、 4

が 1 例 、 5 が 1 例 で 、 中 央 値 は 0 で あ っ た （ Fig. 4 ）。 退 院 ・ 転 院

時 の mRS は 1 が 1 例 、 2 が 3 例 、 3 が 3 例 、 4 が 4 例 、 5 が 2 例 、

6 が 5 例 で 、 中 央 値 は 4 で あ っ た 。 一 方 で 、 院 外 発 症 例 で は 、 退

院 ・ 転 院 時 の mRS は 0 が 4 例 、 1 が 6 例 、 2 が 15 例 、 3 が 4 例 、 4



 

が 20 例 、 5 が 5 例 、 6 が 9 例 で 、 中 央 値 は 4 で あ っ た （ Table 2 ）。

転 帰 に 関 し て は 、 有 意 差 は な い も の の 、 院 内 発 症 例 で 悪 い 傾 向 に あ

っ た （ p=0.07 ）。  

院 内 発 症 例 で 死 亡 退 院 に な っ た 5 例 の う ち 、 脳 梗 塞 が 直 接 的 要

因 と な っ た 例 は 2 例 （ 有 効 な 血 行 再 建 に 至 ら ず 脳 梗 塞 で 亡 く な っ た

症 例 2 、 有 効 な 血 行 再 建 を 得 る も 出 血 性 梗 塞 に 至 っ た 症 例 3 ） で 、

残 る 3 例 （ 症 例 4 、 5 、 16 ） が 入 院 主 病 因 に よ る 死 亡 で あ っ た 。 一

方 で 、 院 外 発 症 の 死 亡 退 院 9 例 は 、 全 例 で 脳 梗 塞 に 起 因 す る 死 亡 で

あ っ た 。 

 

考 察 ： 

院 内 発 症 の 急 性 期 脳 梗 塞 に 対 し て 急 性 期 血 行 再 建 を 行 っ た 連 続

18 症 例 に 関 し て 検 討 を 行 っ た 。 

院 内 発 症 脳 梗 塞 の 担 当 診 療 科 は 一 般 的 に 循 環 器 内 科 が 多 い と 報

告 さ れ 2) 、 本 邦 の 報 告 で も 同 様 で あ る 5,6)。 循 環 器 内 科 は 心 原 性 脳 梗

塞 の 原 因 と な る 心 房 細 動 を は じ め と す る 不 整 脈 、 虚 血 性 心 疾 患 や 心

不 全 な ど を 扱 う た め で あ る 。 ま た 、 入 院 中 の 心 筋 梗 塞 患 者 の う ち 1%

程 度 に 脳 卒 中 を 発 症 す る と い う 報 告 も あ る 7) 。 当 検 討 群 の 特 徴 と し

て は 、 消 化 器 外 科 の 占 め る 割 合 が 最 も 多 か っ た 点 で あ る 。 消 化 器 外

科 で は 、 多 臓 器 に 転 移 し て い る よ う な 進 行 し た 担 癌 患 者 の 化 学 療 法

や 全 身 管 理 の 目 的 で の 入 院 も 行 な っ て い る こ と が 要 因 と 考 え ら れ た 。

発 症 時 の 主 担 当 科 は 多 岐 に 渡 る た め 、 潜 在 的 に 脳 梗 塞 を 生 じ る リ ス

ク を 持 つ 診 療 科 で あ る 循 環 器 内 科 の み な ら ず 全 診 療 科 、 ま た 脳 卒 中

診 療 を 普 段 か ら 行 な っ て い な い 病 棟 に 対 し て 、 院 内 発 症 脳 卒 中 の 存



 

在 を 改 め て 啓 発 す る 必 要 が あ る 。 

本 検 討 の 脳 梗 塞 の 病 因 と し て は 、 心 房 細 動 を 含 む 心 原 性 が 78%

を 占 め 、 悪 性 腫 瘍 に よ る Trousseau 症 候 群 が 17% を 占 め た 。 2 例

（ 11% ） で 周 術 期 の 抗 血 栓 薬 の 休 薬 な い し 休 薬 後 再 開 し て 間 も な い

こ と が 原 因 と 思 わ れ る 症 例 が 指 摘 で き た 。 周 術 期 の 抗 血 栓 療 法 の 中

断 に 起 因 す る 院 内 発 症 脳 梗 塞 は 、 全 院 内 発 症 脳 梗 塞 の 28.2%を 占 め る

と 報 告 さ れ て い る 8) 。 既 報 よ り も 頻 度 は 少 な い も の の 、 こ れ ら 発 症

機 序 は 適 切 な 休 薬 お よ び 再 開 を 遵 守 す る こ と で 回 避 で き る 可 能 性 が

あ る 。 た だ し 、 症 例 13 は 入 院 時 よ り APTT を 至 適 に 延 長 し た ヘ パ リ ン

持 続 点 滴 で 管 理 し 、 手 術 前 に ヘ パ リ ン は 終 了 す る が 、 術 翌 日 に 創 部

出 血 が な い こ と を 確 認 し ワ ル フ ァ リ ン お よ び ヘ パ リ ン を 再 開 し た に

も 関 わ ら ず 、 術 2 日 後 に 発 症 し 、 周 術 期 管 理 と し て は 許 容 せ ざ る を

得 な い 。 つ ま り 、 手 技 や 手 術 の あ る 診 療 科 は 、 抗 血 栓 薬 の 休 薬 や 減

量 に 関 し て 今 一 度 注 意 を 払 う と と も に 、 十 分 な 患 者 説 明 が 必 要 で あ

る 。 

抗 凝 固 薬 を 休 薬 し 発 症 し た 2 症 例 （ 症 例 12 、 17 と も に も と も と

DOAC を 内 服 ） は 、 入 院 し 休 薬 後 5 お よ び 6 日 で 発 症 し て い た 。 抗 凝

固 薬 に 関 し て 、 外 来 手 術 や 手 技 （ 白 内 障 手 術 、 抜 歯 、 内 視 鏡 な ど ）

で ワ ル フ ァ リ ン を 休 薬 し た 場 合 の 血 栓 塞 栓 症 発 症 率 は 、 5 日 以 内 の

休 薬 で 0.4% 、 7 日 以 上 の 休 薬 で 2.2% と 報 告 さ れ て い る 9) 。 抗 血 小 板

薬 の 休 薬 に 関 連 す る 脳 梗 塞 に お い て も 休 薬 後 6 〜 10 日 で 発 症 す る と

い わ れ て い る 10) 。 本 検 討 群 で も 休 薬 後 5 お よ び 6 日 で の 発 症 で あ り 、

DOAC に 関 す る 休 薬 後 発 症 時 期 も 、 そ の 他 の 抗 血 栓 薬 と 同 等 で あ り 、

注 意 す べ き は 1 週 間 前 後 で あ る と 言 え る 。  



 

本 検 討 の 特 徴 と し て 悪 性 腫 瘍 患 者 が 5 人 と 多 く を 占 め た 点 も 挙

が る 。 Trousseau 症 候 群 は Trousseau が 内 臓 悪 性 腫 瘍 患 者 で 報 告 し て 以

降 、 悪 性 腫 瘍 患 者 に 生 じ る 血 栓 症 全 般 に 用 い ら れ る 11,12) 。 悪 性 腫 瘍

で Trousseau 症 候 群 を き た し て い る 患 者 は 全 身 状 態 が 不 良 で あ る こ と

が 多 く 、 発 症 前 の 日 常 生 活 自 立 度 が も と も と 悪 い 。 急 性 期 血 行 再 建

を 行 う に あ た り 、 原 病 の 予 後 も 左 右 さ れ る 。 本 研 究 で 担 癌 患 者 の 中

で も 、 5 の よ う に 原 病 が 直 接 死 因 と な っ た 死 亡 退 院 例 も あ る が 、 症

例 1 の よ う に 発 症 前 後 の mRS が 同 等 で 在 宅 療 養 に 移 行 で き た 例 も あ

っ た 。 主 科 と の 協 議 も も ち ろ ん 必 要 で あ る が 、 わ れ わ れ 血 管 内 治 療

医 は 積 極 的 な 加 療 を 提 供 す べ き で あ る 。 

院 内 発 症 脳 梗 塞 は 、 院 内 で 発 症 し て い る た め 画 像 診 断 へ の 移 行

が 早 い と 推 察 さ れ る が 、 院 内 発 症 脳 卒 中 は 発 見 か ら 画 像 診 断 に 至 る

ま で に 、 市 中 発 症 脳 卒 中 と 比 較 し て 60 分 以 上 時 間 を 要 す る と の 報 告

も あ る 13) 。 主 幹 動 脈 閉 塞 脳 梗 塞 に 限 る と 、 院 内 発 症 例 の 最 終 未 発 症

か ら 発 見 ま で の 時 間 は 、 院 外 発 症 例 の 最 終 未 発 症 か ら 病 院 到 着 ま で

の 時 間 に 比 べ て 有 意 に 短 い と 報 告 さ れ て い る 5) 。 そ の 一 方 で 、 診 断

お よ び 治 療 ま で の 時 系 列 に 関 し て は 、 院 外 発 症 主 幹 動 脈 閉 塞 脳 梗 塞

の 場 合 は 病 院 到 着 後 す み や か に 画 像 検 査 を 施 行 し 、 結 果 的 に 穿 刺 ま

で の 時 間 も 院 内 発 症 と 比 べ 短 い と 報 告 さ れ て い る 14,15) 。 普 段 か ら 脳

卒 中 診 療 に 従 事 す る 脳 卒 中 診 療 医 、 該 当 病 棟 看 護 師 や リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン ス タ ッ フ な ど が 初 診 に 関 与 し て い れ ば 当 然 、 早 期 診 断 と し て

の 画 像 検 査 が 施 さ れ る の は 言 う ま で も な い 。 し か し 、 脳 卒 中 診 療 と

は 関 係 の 低 い 診 療 科 や 病 棟 で 発 症 し た 場 合 は 、 経 過 観 察 の 期 間 な ど

も 経 て 、 診 断 に ま で 時 間 を 要 す る と 推 察 で き る 。 当 院 症 例 で は 、 発



 

症 な い し 最 終 未 発 症 か ら CT ま た は MRI ま で の 時 間 が 、 同 期 間 の 院

外 発 症 症 例 に 比 べ 有 意 に 短 か っ た （ p=0.04 ）。 当 院 は 人 員 ・ 規 模 と

も に 市 中 病 院 に 近 い 大 学 関 連 病 院 で あ り 、 診 療 科 や 病 棟 間 の 連 携 が

ス ム ー ス で あ る と 推 察 さ れ る 。 し か し 、 院 外 発 症 例 で 時 間 を 要 し て

い る こ と は 問 題 で あ り 今 後 検 証 が 必 要 で あ る 。 

治 療 に 関 し て は 、 t-PA 非 投 与 例 が 半 数 以 上 を 占 め 、 そ の 要 因 の

ほ と ん ど は 原 病 の 全 身 状 態 や 治 療 に 関 わ る 除 外 事 由 で あ っ た 。 穿 刺

ま で に は 発 症 な い し 最 終 未 発 症 か ら 平 均 157.6分 を 要 し た 。 発 症 な い

し 最 終 未 発 症 か ら 穿 刺 お よ び 再 開 通 ま で の 時 間 は 、 同 期 間 の 院 外 発

症 症 例 に 比 べ 有 意 に 短 か っ た （ p=0.002, <0.001 ）。 院 内 発 症 お よ び 院

外 発 症 と も に 再 開 通 の 程 度 に 統 計 学 的 有 意 差 は な か っ た （ p=0.14 ）

が 、 転 帰 は 院 内 発 症 例 で 悪 い 傾 向 に あ っ た （ p=0.07 ）。 既 報 に お い

て も 院 内 発 症 の 脳 卒 中 の 予 後 が 悪 い こ と は 指 摘 さ れ て お り 、 本 検 討

で も 同 様 で あ っ た 16,17) 。 や は り 、 入 院 に 至 る ま で の 原 疾 患 の 存 在 が

大 き く 、 そ れ に 加 え て 生 じ た 脳 梗 塞 後 遺 症 が あ い ま っ て 日 常 生 活 自

立 度 が 低 下 し た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 死 亡 退 院 の 事 由 に 関 し て は 、

院 外 発 症 例 で は 脳 梗 塞 が 直 接 要 因 で あ っ た が 、 院 内 発 症 例 で は 入 院

主 病 因 に よ る 死 亡 が 半 数 以 上 を 占 め た 。 

本 検 討 の 限 界 と し て 、 後 方 視 的 研 究 で あ る こ と が 挙 げ ら れ る 。

急 性 期 血 行 再 建 術 に 至 っ た 症 例 は 該 当 期 間 の 全 例 を 収 集 し 分 析 で き

た 。 し か し 、 本 来 は 急 性 期 血 行 再 建 の 適 応 と な る 患 者 で も 、 全 身 状

態 不 良 な ど 種 々 理 由 で 、 画 像 診 断 や 脳 卒 中 診 療 医 に コ ン サ ル テ ー シ

ョ ン さ れ て い な い 症 例 も 実 際 に は 存 在 す る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 当

院 は 約 500 の 入 院 病 床 を 要 す る 市 中 病 院 に 近 い 大 学 関 連 病 院 で あ る



 

が 、 大 病 院 な い し さ ら に 規 模 の 小 さ い 病 院 な ど 、 病 床 数 や 標 榜 科 次

第 で 院 内 発 症 脳 梗 塞 の 特 徴 も 変 わ っ て く る 。 

 

結 語 ： 

院 内 発 症 の 急 性 期 脳 梗 塞 に 対 し て 血 行 再 建 療 法 を 行 っ た 症 例 の

特 徴 を 分 析 し た 。 院 内 発 症 脳 梗 塞 は 、 入 院 契 機 と な っ た 原 病 の 影 響

が 大 き く 、 良 好 な 再 開 通 を え た と し て も 、 転 帰 良 好 例 は 少 な か っ た 。

診 療 科 を 問 わ ず 院 内 発 症 脳 梗 塞 に 遭 遇 す る た め そ の 存 在 を 周 知 す る

と と も に 、 周 術 期 を 含 む 抗 血 栓 薬 の 至 適 使 用 お よ び 休 薬 の リ ス ク を

再 確 認 す る 必 要 が あ る 。 
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図 表 の 説 明 ： 

 Table 1 Summary of all 18 in-hospital acute ischemic stroke patients (N=18) 

<Abbreviation> ASPECTS: Alberta Stroke Program Early CT Score, IV t-PA: intravenous 

tissue-plasminogen activator, LWK: last well known, mRS: modified Rankin Scale, TICI: 

 thrombolysis in cerebral ischemia  

Table 2 Comparison of time course, thrombolysis in cerebral ischemia grade, and modified 

 Rankin Scale between in-hospital cerebral infarction and out-hospital cerebral infarction  

<Abbreviation> IHCI: in-hospital cerebral infarction, LWK: last well known, mRS: modified 

 Rankin Scale, OHCI: out-hospital cerebral infarction, TICI: thrombolysis in cerebral ischemia  

 Figure 1 Primary disease of hospitalization  

 Figure 2 Main clinical department of hospitalization  

 Figure 3 Etiology of cerebral infarction  

Figure 4 Comparison of modified Rankin Scale between at pre-hospitalization and at discharge   



Case Age 
(years) Sex Hospitalization Primary disease Department

Onset date after 
hospitalization 

(days)

Antithrombotic 
drug atbefore

admission

Antithrombotic 
drug at onset Etiology Onset or LWK to 

CT/MRI (min) ASPECTS Onset or LWK to 
IV t-PA (min)

Onset or LWK to 
puncture (min)

Onset or LWK to 
recanalization (min) TICI grade mRS atbefore

admission
mRS aton
discharge

Post-discharge 
destination

1 79 F Non-scheduled Cecal cancer (multiple 
metastasis)

Digestive 
surgery 3 - - Trousseau’s 

syndrome 196 9 230 258 343 2b 3 3 Home

2 66 F Non-scheduled Rectal cancer 
(multiple metastasis)

Digestive 
surgery 42 Warfarin Warfarin Trousseau’s 

syndrome 118 10 skip 88 - 1 2 6 Death

3 74 F Non-scheduled Interstitial pneumonia Rheumatology 24 Warfarin Warfarin Atrial 
fibrillation 78 2 skip 108 173 2b 4 6 Death

4 75 F Non-scheduled Interstitial pneumonia Respiratory 
medicine 38 - - Thrombotic 

tendency 67 8 100 119 184 3 1 6 Death

5 83 F Non-scheduled Colon cancer 
(no metastasis)

Digestive 
surgery 10 Aspirin + clopidogrel - Trousseau’s 

syndrome 57 10 skip 132 162 3 0 6 Death

6 93 M Non-scheduled Emphysema Cardiology 25 - - Atrial 
fibrillation 59 2 skip 93 121 3 1 4 Long-term care 

hospital

7 79 M Scheduled Rectal cancer 
(multiple metastasis)

Digestive 
surgery 10 Aspirin Aspirin Atrial 

fibrillation 45 9 skip 90 135 2b 0 4 Rehabilitaion 
hospital

8 87 M Non-scheduled Cholangitis Digestive 
surgery 22 Warfarin Heparin Atrial 

fibrillation 72 2 skip 240 297 3 0 4 Rehabilitaion 
hospital

9 77 F Non-scheduled Parkinson's disease Neurology 1 - - Sick sinus 
syndrome 71 5 120 248 290 3 5 5 Long-term care 

hospital

10 77 M Non-scheduled acute renal failure Nephrology 9 - - Atrial 
fibrillation 48 4 100 174 217 3 1 5 Long-term care 

hospital

11 75 M Scheduled Atrial fibrillation Cardiology 3 Apixaban Apixaban Atrial 
fibrillation 58 4 skip 103 113 3 0 2 Rehabilitaion 

hospital

12 82 F Scheduled Spinal compression fracture Orthopedics 6 Rivaroxaban - Atrial 
fibrillation 76 10 skip 140 237 3 0 2 Rehabilitaion 

hospital

13 85 M Scheduled Myxoid fibrosarcoma Plastic surgery 7 Warfarin Warfarin + heparin Atrial 
fibrillation 15 10 skip 95 139 2b 0 2 Rehabilitaion 

hospital

14 77 M Unexpected
Non-scheduled

Aortic valve stenosis 
(after cardiopulmonary arrest)

Cardiovascular 
surgery 3 - Warfarin After valve 

replacement 40 10 skip 80 109 2b 0 4 Rehabilitaion 
hospital

15 89 F Unexpected
Non-scheduled Heart failure Emergency 

department 1 - - Heart failure 89 6 140 175 205 3 0 3 Rehabilitaion 
hospital

16 78 F Unexpected
Non-scheduled Heart failure Cardiology 10 - Heparin Heart failure 372 5 skip 395 - 1 0 6 Death

17 84 M Scheduled Rheumatoid arthritis Rheumatology 5 Edoxaban - Atrial 
fibrillation 71 10 skip 155 260 3 0 1 Home

18 78 M Unexpected
Non-scheduled

Superior mesenteric artery 
occlusion

Digestive 
surgery 44 Edoxaban Edoxaban Atrial 

fibrillation 60 8 skip 144 178 3 0 3 Home

Table 1 Summary of all 18 in-hospital acute ischemic stroke patients (N=18)

<Abbreviation> ASPECTS: Alberta Stroke Program Early CT Score, IV t-PA: intravenous tissue-plasminogen activator, LWK: last well known, mRS: modified Rankin 
Scale, TICI: thrombolysis in cerebral ischemia



IHCI (n=18) OHCI(n=63) P value

Onset or LWNK to CT/MRI (min) 88.4 125.5 0.04
Onset or LWNK to puncture (min) 157.6 208.8 0.002
Onset or LWNK to recanalization (min) 197.7 264.1 <0.001
TICI grade (n) 0.14

1 2 3
2a 0 8
2b 5 17
3 11 35

mRS at discharge (n) 0.07
0 0 4
1 1 6
2 3 15
3 3 4
4 4 20
5 2 5
6 5 9

Table 2 Comparison of time course, thrombolysis in cerebral ischemia grade, and modified Rankin Scale 
between in-hospital cerebral infarction and out-hospital cerebral infarction

<Abbreviation> IHCI: in-hospital cerebral infarction, LWNK: last well known, mRS: modified Rankin Scale,
OHCI: out-hospital cerebral infarction, TICI: thrombolysis in cerebral ischemia
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